
trans -ノナクロルの経年変化(幾何平均値)

注) trans -ノナクロル水質は昭和61年度から平成10年度まで【水質・底質モニタリング】において調査実績があるが、検出下限値が高く
　　(10,000pg/L)検出率が低く、平成14年度以降と比較できないため記載していない。
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鳥類・東京湾(ウミネコ)採取時期
昭和57年度のみ成鳥、

以後は茶色い羽色の若鳥

底質定量[検出]下限値(pg/g-dry)
～平成13年  [地点別1～25,000]
 　平成14年   1.8 [0.5]
   平成15年   2 [0.6]
・幾何平均算出に際し、ndは検出下限値の1/2とした。

定量[検出]下限値(pg/g-wet)
～平成13年　[１,000]
 　平成14年   2.4 [0.8]
   平成15年   3.6 [1.2]
・幾何平均算出に際し、
  ndは検出下限値の1/2とした。

蕪島(ウミネコ)成鳥採取
(平成８年以降は巣立ち前の幼鳥)
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